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審査論文の題目： Geriatric problems correlated with cognitive decline using a screening 
test named "Dr. SUPERMAN" for comprehensive geriatric assessment in elderly 
inpatients（高齢者総合機能評価のスクリーニングテストである Dr. SUPERMAN を用い
た高齢の入院患者の認知機能低下と関連する老年医学的問題） 
著 者：Nayuta Namioka, Hirofumi Sakurai, Hideyuki Terayama, Toshihiko Iwamoto, 
Teruaki Fujihira, Hiromi Tsugehara, Akihiko Tsuchida and Haruo Hanyu 
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論文要旨： 
高齢者総合機能評価(CGA)であるスクリーニングテスト"Dr. SUPERMAN"を開発し、高齢の当院入院患
者における身体機能障害の有病率を調査し、老年医学的問題と認知機能低下との関連性を明らかにした。
その結果、老年医学的問題は 85 歳以上の高齢患者、内科病棟に入院している患者で高頻度にみられた。
重回帰分析で、ADL 低下、年齢、服薬アドヒアランス低下、上下肢機能障害、視覚/聴覚障害、排尿障
害は認知機能低下と有意に関連していた。特に、ADL 低下は認知機能低下とより強く関連していた。以
上の結果から、本 CGA は特に認知機能が低下して、内科病棟に入院している高齢患者の治療のために
考慮されるべきであると結論した。  
審査過程： 
① 内科系と非内科系の入院患者の比較解析の際に年齢の違いを考慮したか、またなぜ内科系と非
内科系に分けたのかついての質問に対し、妥当な回答が得られた。 
② "Dr. SUPERMAN"の項目以外の項目についてこれまで検討したかについての質問に対し、妥当な
回答が得られた。 
③ "Dr. SUPERMAN"による評価を今後どのように臨床に応用するのかについての質問に対し、妥当
な回答が得られた。 
④ "Dr. SUPERMAN"の認知障害項目の 3 項目による認知機能診断についての質問に対し、妥当な回
答が得られた。 
⑤ 認知症患者における"Dr. SUPERMAN"評価についての質問に対し、妥当な回答が得られた。 
価値判定： 
本研究は簡便なスクリーニングテストである"Dr. SUPERMAN"によって高齢入院患者の総合機能評価
が可能であることを示した研究である。"Dr. SUPERMAN"は既存の高齢者総合機能評価に比べて、評価
妥当性、評価簡便性において優れている。本研究は、今後の高齢者総合機能評価の研究、臨床に大きく
寄与するものである。よって学位論文としての価値を認める。 
 
 
